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〔105〕日射を受けるコンクリート躯体の蓄熱低減に関する研究

― ( そ の 1 ) 蓄 熱 の 実 熊 お よ び 日 射 代 替 装 置 の 試 作 ―

新 潟 工 科 大 学 工 学 部  地 濃 茂 雄

石田勇司
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そこでまず､審報では寮構造物における潜熱約実態を
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ヨンダリ-卜供試体に負荷ずる実験室 陳ベルの 日射代替

装置の開発を試みた結果を述べたものである0

2IRe構遭物の蓄熱の業態
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夏季において､日射を受ける躯体表面昭温粘度計測を行
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なお､計測には放射温度計を用いたO

-_∴ :: -:･ ･

∴ ･ ■. ･一日~I

-:I :､ ~ LJl… 11 . .∴ ;････:●l･

結果で､日射を受けた東面は､外気温よりも高い温度 を
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図5 日射代替装置 宅照射量晦姥を検討∋

･'.一･:､ ･_∴二一 ､

･: ･･､- - ..m L.･M､′ ･ ･･･一･
■.- ~' . .::･･ニ ' :.-‥∴-∴∴.､
∴ :･･ . .I･一･

,- 1 .●∴､.一

･‥1'1･"I.､ J.････ I:･･- -.I､･-!-1l:L

物下で実験することは容易でなく､また変動要因も多く

合理的でない窃
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に相当する熱を均一に負荷する装置を開発することとし､

埠つの供託棒を同時に照射できるものとしたO

3. 2 日射柁替装置の検討

図星で明らかにした躯体表面湿度の経時変化よ腎､供

試体表面温度職最高値が繍℃程度となるような､照射熱

を負荷することを考えたO
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れたが､これについては欧に検討する照射距離での検討
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前項において供試体表面に均一に照射できる赤外線ラ

ンプの固定ができたので､次に供試体表面への負荷する
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土で碍照射椙韓∈ランプ表 面 か ら 供 試体表面までの臣輔

を検討することとしたo
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すなわち､姦本構想で記述 し た よ うに経時変化の最高

値が60℃程度になるような照 射 据 鰹 を探し求める｡

なお､寮構造物資輝孝を考慮し ､ 供 試体の側面尋面を厚
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照射を受ける東面職級時温度変 化 を熱電対を伺いで測
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業態を把握し､それに基づく赤外線ランプ照射による日

射代替装置を開発したO
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職業駿検討を以下 ∈そ和製 に進めることとした｡


